
　
昨
年
は
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
で
高
温
と
降
雨
の
多
い
年
で

し
た
。
今
夏
も
発
生
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
す
の
で
、
気

象
変
動
に
強
い
栽
培
に
よ
る
安
定
生
産
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
さ
て
、
先
ご
ろ
内
閣
は
「
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
計
画
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
は
、
農
業
の
産
業

化
を
促
進
す
る
こ
と
と
、
農
業
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
し
な

が
ら
農
地
を
最
大
限
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
強
い
農

業
」
と
「
美
し
く
活
力
あ
る
農
村
」
の
創
出
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
、
十
年
後
の
全
国
の
農
業
就
業
者
（
七
十
歳
未
満
）

の
見
通
し
は
、
九
十
万
人
を
下
回
る
と
予
想
さ
れ
、
新
規
就

農
者
は
毎
年
一
万
人
し
か
補
充
さ
れ
ず
、
今
後
水
田
農
業
の

持
続
に
支
障
を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
政
府

は
、
新
規
就
農
者
を
含
め
た
活
力
の
あ
る
担
い
手
を
確
保
し

な
が
ら
、
若
い
農
業
者
が
魅
力
を
持
て
る
、
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
地
域
営
農
を
、
早
急
に
構
築
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
は
、
大
崎
地
域
で
も
加
速
的
に
進
む
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。
普
及
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て
も
、
青
年

就
農
給
付
金
や
農
地
中
間
管
理
事
業
等
の
制
度
の
活
用
を
積

極
的
に
進
め
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
て
、
皆
様

と
と
も
に
集
落
営
農
や
経
営
体
の
育
成
、
産
地
拡
大
と
六
次

産
業
化
の
取
組
み
、
新
規
就
農
者
の
育
成
な
ど
を
、
活
動
の

重
点
に
お
き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

大
崎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
　
庄
司
真
知
雄
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思いを形に，あなたのチャレンジ支えます，応援します。宮城の農業普及

普及センターだより「Osaki」 ２０１５年５月２０日発行（２）

21世紀元気農業の発信！　～平成27年度普及指導計画の紹介～21世紀元気農業の発信！　～平成27年度普及指導計画の紹介～

普及センターでは，７つのプロジェクト課題を設け，活動します。

平成27年度プロジェクト課題

ね ら い：農産物等の放射性物質の定期的なモニタリングと吸収抑制技術
の普及により，安全安心な農畜産物の生産を確保します。

№１　安全・安心な農産物生産による農業の再生【継続新規】
計画期間：平成27年度
対　　象：管内全農業者

ね ら い：集落営農組織の法人化支援や農地集積を推進し，農業経営力の
強化を支援します。

№２　集落営農モデル経営体の経営力強化【新規】
計画期間：平成27年度～平成28年度
対　　象：雷生産組合，農事組合法人 下高城ふぁあむの役員

ね ら い：加工・業務用の露地野菜について，機械化等による省力的な栽
培管理技術の確立を図り，生産の安定や産地拡大を支援します。

№３　産地の拡大に向けた加工・業務用野菜の省力化技術の確立【継続】
計画期間：平成26年度～平成27年度
対　　象：ＪＡ加美よつば玉葱部会員他，ＪＡ古川なす部会の露地なす生産者

ね ら い：採種ほの周辺ほ場で発生しているイネばか苗病に対して，徹底的な
対策をとることにより，健全で良質な水稲種子の生産を確保します。

№４　優良な水稲種子の安定生産【継続】
計画期間：平成26年度～平成27年度
対　　象：いわでやま水稲採種組合（一栗，真山地区）

ね ら い：設立間もない法人の経営安定を図るために，経営管理能力の高
度化と生産術向上の支援を行います。

№５　法人化を契機とした経営の高度化【継続】
計画期間：平成26年度～平成27年度
対　　象：㈱スマイルフィールド，㈱てくてくファーム，タカノー産業㈱

ね ら い：加工品製造や販売に関する知識習得と新商品開発等の支援を行
い，直売所の売上向上と会員の所得確保を図ります。

№６　農産加工品の販売拡大による所得向上【継続】
計画期間：平成26年度～平成27年度
対　　象：農産物直売所「旬の店シンフォニー」の会員（８名）

ね ら い：経営目標の達成に向けたアクションプランの策定を支援し，実
現に向けた生産技術や経営改善の支援を行います。

№７　地域農業を担う青年農業者の経営改善と自立支援【新規】
計画期間：平成27年度～平成28年度
対　　象：青年就農給付金活用者，４Ｈクラブ員（計５名）

経営確立に向けた巡回指導

新商品の消費者調査

税理士と経営管理支援

ばか苗病罹病株の抜取り

たまねぎ収獲機械実演会

法人化へ向けた勉強会

そばの放射性物質調査



春の農作業安全確認運動重点推進テーマ「農作業急がず，慌てず，ゆとりの操作」

普及センターだより「Osaki」２０１５年５月２０日発行 （３）

　ダイズ栽培の重要害虫であるマメシンクイガの

防除において，薬剤散布で安定した防除効果を得

るためには，成虫の発生時期の把握が重要ですが，

フェロモントラップの利用は，成虫の発生時期の

把握と防除時期の判断に有効です。

　ダイズほ場内に図１，２のとおりフェロモント

ラップを設置し，誘殺されたマメシンクイガの成

虫を数えることで，従来のたたき出し方法と同様

の発生消長を把握できます。成虫の発生時期は年

次変動が小さいため，単年の実施だけで発生消長

を概ね把握することができるため，調査開始日か

ら累積した誘殺数が総数の50％に到達した日を成

虫発生盛期とみなすことが可能です。

　薬剤防除の対象は幼虫が主体であり，防除適期

は成虫発生盛期からその10日後までです。

新しい試験研究成果（普及に移す技術 第89号）新しい試験研究成果（普及に移す技術 第89号）新しい試験研究成果（普及に移す技術 第89号）

フェロモントラップを用いた
マメシンクイガの成虫発生時期の把握

　食のアメニティコンテストは，農山漁村で自主

的努力により地域の特産物を活用した起業活動な

どを通じて，地域づくりに貢献している優秀な活

動事例について表彰するもので，平成27年３月25

日「第24回食のアメニティコンテスト表彰行事」

にて表彰式が行われました。

　凜菜・上の家（大崎市岩出山）では，旬の地元

食材を使用した郷土料理の提供を行っているほか，

漬物づくり講習会や市内

小学生を対象とした学習

会の開催など様々な地域

づくりの活動を行ってお

り，その取組が評価され

今回の受賞となりました。

　今後のますますの活躍

が期待されます。

　県では，春の農繁期である４月１日から６月30

日までを「農作業安全確認運動」と定め，農作業

の事故防止を呼びかけています。10時から12時，

また14時から18時にかけても死亡事故が多い傾向

にあります。農作業中の事故を防ぐために，いつ

も行う何気ない作業の前にも，必ず安全確認を行

いましょう。また，万が一の事故に備え，労災保

険に加入しましょう。

　県では，６月１日から７月31日までを「農薬危

害防止運動」と定め，農薬の安全・適正使用を推

進しています。農薬の使用基準を遵守することは，

消費者に安全・安心な農産物を提供することはも

ちろん，散布者の安全確保にも必要です。農薬を

使用する際には，防護装備の着用はもちろん，周

辺環境への配慮を十分に考慮しましょう。

平成26年度食のアメニティコンテスト
審査会特別賞を受賞 

凜菜・上の家「おかえりなさい」　
　　　　　　代表　奥野幸子さん

平成26年度食のアメニティコンテスト
審査会特別賞を受賞 

凜菜・上の家「おかえりなさい」　
　　　　　　代表　奥野幸子さん

農作業を行う時は安全確認を行いましょう！農作業を行う時は安全確認を行いましょう！

農薬危害防止運動が始まります農薬危害防止運動が始まります

図２ ダイズほ場におけるフェロモントラップ設置方法 

注）トラップは園芸用の支柱等に固定する。トラップの底面がダイズの
草冠高となるように高さを調整する。

図１ ダイズほ場におけるフェロモントラップ設置のイメージ

左：同一ほ場に複数のトラップを設置する場合　　
右：隣接するほ場に複数のトラップを設置する場合

10m以上
離す

トラップ

10m以上離す10m以上離す10m以上離す

りんさい　　うえ　　いえ



【第11回全国和牛能力共進会宮城大会テーマ】感謝と美味しさ牛（ぎゅー）ッと込めて　和牛の祭典2017 in みやぎ

普及センターだより「Osaki」 ２０１５年５月２０日発行（４）

　大崎普及センターでは，消費者の皆さんへ安全・

安心な農産物を供給するため，平成26年度も市町

村，ＪＡ及び直売所等の協力を得て，次のとおり

放射性物質検査を実施し，全て検出されませんで

した。

【平成27年度の検査体制】
　普及センターでは，1か月の間に管内全ての市町

で放射性物質検査（精密・簡易）ができるように，

月別に検査計画を立てています。原則毎週火曜日

に，各ＪＡや直売所から検査サンプルを入手して

います。

　精密検査については，宮城県古川農業試験場に

おいて専門の検査員がゲルマニウム半導体検出器

による検査を実施しています。

　簡易検査については，普及センター内に設置し

た簡易測定器（NaIシンチレーション検出器）に

よる検査を行っています。

　なお，精密検査の結果については，「放射能情報

サイトみやぎ＜http://www.r-info-miyagi.jp/r-

info/＞」で公表されています。

　今後とも安全・安心な農産物の供給のため，農

産物の放射性物質検査への御協力をよろしくお願

いいたします。

農産物の放射性物質検査体制について農産物の放射性物質検査体制について

農産物　水　稲
　　　　大　豆
　　　　麦　類
　　　　そ　ば
　　　　野菜等
　　　　果　樹
非食品　　　　
（牧草，土壌等）

精密検査
　31
　43
　　2
　17
188
　　8

－

簡易検査

242

201

　昨年度に引き続き，当普及センターでは，ＪＡ加

美よつば玉葱部会における機械化栽培体系の導入

を支援しています。当部会が生産するたまねぎは，

取引業者からの需要は高いものの，生産者の高齢

化に伴い，栽培面積と生産量が減少しています。

そこでＪＡでは機械化による省力栽培技術の導入・

確立による産地の維持・拡大に取り組んでいます。

　今回は，除草作業の機械化実証として，平成27

年４月21日に，加美町の上区城内集落営農組合の

ほ場において，除草機の実演会を行いました。　

　除草機は㈱キュウホー製の麦用除草機４条を，

多目的田植機に装着して使用しました。

　実演会の結果，参加者からは短時間で中耕除草

できる点が評価されました。昨年度は一部曲がっ

ている畝があり，たまねぎの株を傷つけてしまう

ケースもありましたが，今回は機械作業を想定し

たほ場条件作りに取り組み，より除草機の効果を

高めることができました。

　当普及センターでは，今後たまねぎの移植，収穫，

調製など一連作業の機械化を予定しており，継続

して生産者の皆様の技術研鑽を支援して参りたい

と思います。

たまねぎ除草機実演会を開催しましたたまねぎ除草機実演会を開催しました

表　平成26年度の放射性物質検査点数

熱心に除草機を見る参加者除草の様子



　政府は，新たに農地の中間受け皿となる農地中

間管理機構を制度化し，機構による担い手への農

地集積と集約化への加速化を進めています。

　県内では，（公社）みやぎ農業振興公社が農地中

間管理機構に指定され，昨年４月以降，県や各市町，

ＪＡなど関係機関と連携しながら，農地の貸付希

望者（出し手）及び借受希望者（受け手）の募集，

制度の周知などを進めてきました。

　その結果，大崎地区では，平成26年度は約157ha

の農地が出し手から機構に借入れられ，そのうち

約129haが受け手に貸付けされ，機構集積協力金

として約4,964万円が地域や農家に交付されました。

　機構集積協力金は，機構を通じた農地の貸し借

みんなの力を集結して，新しい地域農業を進めましょう

普及センターだより「Osaki」２０１５年５月２０日発行 （５）

みやぎの「農地中間管理事業」で農地の貸借を応援
（大崎地方農地集積推進本部）

みやぎの「農地中間管理事業」で農地の貸借を応援
（大崎地方農地集積推進本部）

平成26年度農地中間管理事業の
活用状況について　　　　　　  

　

　色麻町下高城地区では，ほ場整備事業が進む中，

水稲や大豆，町振興作物である「えごま」等を効率

的に生産しています。下高城地区は，平成18年の

集落営農組合設立と同時に，集落ぐるみの農作業

受託に取り組み，プール計算による経理，機械作

業の共同化による生産コスト低減や作業の効率化

を図ったところ，法人化の気運が高まりました。

　普及センターでは，平成24年から関係機関と連

携し，法人設立手順等を構成員らと検討し，専門

家派遣事業を活用しながら法人化を支援し，平成

26年10月に法人が設立されました。

　地区は法人化と併せて，法人への農地の利用集

積の加速化を図るため，農地中間管理事業を活用

することにより，農地の出し手や地域に対する経

済的支援（地域集積協力金，経営転換協力金）を

得たことが集積の取組の進展につながりました。

　なお，交付された地域集積協力金は，地域の振

興と法人経営の発展に充てられる予定です。

　今後も，当該法人では，農地中間管理事業を活

用し，今年度末には当該法人に地区内の約９割の

農地利用が集積される見込みで，更なる経営力強

化を図ることとしています。

農地中間管理事業モデル地区
（農）下高城ふぁあむの取組　　

りを行い，一定の条件を満たす場合，その地域や

個人に対して交付されます。今年度貸し付けをし

た場合，地域集積協力金では基本単価の２倍，耕

作者集積協力金では基本単価の４倍の特別単価と

なっており，機構に対する貸付年度が早いほど有

利な制度となっています。

•地区内農家戸数45戸，農地面積約78ha

•地区内の当該法人への農地集積面積約８割
　（平成27年３月末時点）

【地区の概要】

●宮城県農地中間管理機構
　【（公社）みやぎ農業振興公社】
　ＴＥＬ　022－275－9192
●最寄りの市町，農業委員会，ＪＡの
　窓口，北部地方振興事務所　農業振
　興部　まで

農地中間管理事業についてのご相談は



普及センターだより「Osaki」 ２０１５年５月２０日発行（６）
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技
術
次
長

（ 班 長 ） 作 物

遠
藤
　
　
実

技
　
　
師

作 物

佐
藤
　
直
紀

技
　
　
師

作 物

内
海
　
翔
太

技
　
　
師

作 物

石
原
な
つ
子

技
術
主
幹

野 菜

小
野
寺
康
子

土
壌
分
析
業
務
員

菊
池
利
恵
子

技
術
次
長

（ 副 班 長 ） 畜 産 ・ 経 営
佐
藤
　
俊
益

農
業
普
及
指
導
専
門
監 （ 作 物 ）

　

阿
部
　
健
司

部
　
長
（
兼
所
長
）

（ 畜 産 ）

　

庄
司
真
知
雄

技
術
次
長
（
総
括
担
当
） （ 畜 産 ）

鈴
木
　
英
作

次
　
長
（
総
括
担
当
） （ 花 き ）

　 （ 食 の 安 全 安 心 担 当 ）

　 （ 県 民 サ ー ビ ス 向 上 担 当 責 任 者 ）
高
澤
　
和
寿

技
　
　
師

野 菜

鈴
木
　
文
子

技
術
次
長

加 美 町 （ 作 物 ）

小
高
　
勝
範

技
　
　
師

大 崎 市 （ 岩 出 山 ・ 鳴 子 ）

（ 作 物 ）

今
野
　
裕
介

技
術
次
長
兼
企
画
員

（ 班 長 ） （ 花 き ）

荒
井
　
雅
秀

技
術
主
査

色 麻 町 （ 果 樹 ）

菅
原
　
　
怜

技
　
　
師

大 崎 市 統 括 （ 古 川 ・ 三 本 木 ）

（ 野 菜 ）

松
谷
　
達
馬

次
　
　
長

強 い 農 業 づ く り 交 付 金 ・

災 害 復 旧 事 業　 　 　 　 　
高
橋
　
憲
治

技
術
主
幹

環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 払 ・

ア グ リ ビ ジ ネ ス　 　 　 　 　
寺
島
　
英
樹

技
術
次
長
兼
企
画
員
（ 班 長 ） 地 域 農 業 振 興 計 画

泉
澤
　
弘
子

技
術
主
幹

市 町 村 振 興 総 合 補 助 金 ・

農 業 者 戸 別 補 償 制 度　 　
小
野
寺
恭
子

技
術
主
査

土 壌 保 全

末
永
　
重
男

技
術
主
査

農 産 物 認 証 制 度 ・

植 物 防 疫　 　 　 　

櫻
井
　
幸
一

技
　
　
師

エ コ フ ァ ー マ ー ・

農 薬 ・ 農 業 機 械　

荒
川
　
　
梢

農
産
物
認
証
確
認
嘱
託
員

齊
木
　
　
透

主
任
主
査

農 業 金 融 ・ 認 定 農 業 者

連 絡 協 議 会　 　 　 　 　

小
山
　
奈
美

主
　
　
査

農 業 委 員 会 ・ 未 懇 地 売 買 ・

国 有 農 地　 　 　 　 　 　 　 　
鈴
木
　
経
浩

次
　
　
長

（ 班 長 ） 農 業 団 体

高
橋
　
道
宏

主
任
主
査

農 振 法･  農 業 経 営 基 盤 強 化 ・

経 営 構 造 対 策　 　 　 　 　 　 　
齋
藤
　
加
奈

国
有
農
地
確
認
調
査
員

熊
谷
　
真
澄

主
　
　
査

農 地 法

村
上
　
和
男

農
業
振
興
班

☎
０
２
２
９
－
９
１
－
０
７
１
７

地
域
農
業
第
一
班

☎
０
２
２
９
－
９
１
－
０
７
２
７

先
進
技
術
第
一
班

☎
０
２
２
９
－
９
１
－
０
７
２
６

調
整
指
導
班

☎
０
２
２
９
－
９
１
－
０
７
１
８

■
は
大
崎
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

この普及センターだよりは一部（22.68）円で2,000部作成しました。この印刷物には、100%植物油型
大豆油インキを使用しています。

調
整
指
導
班
：
農
地
中
間
管
理
事
業
，
人
・
農
地
プ
ラ
ン
事
業
関
係
，
農
業
振
興
地
域
整
備
・
農
地
法
，
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
，
農
業
金
融
，
農
業
委
員
会
，
農
協
・

農
業
共
済
に
関
す
る
こ
と

農
業
振
興
班
：
経
営
所
得
安
定
対
策
，
環
境
保
全
型
農
業
支
援
対
策
，
農
作
物
の
生
産
振
興
対
策
，
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
・
６
次
産
業
化
，
農
薬
・
肥
料
の
届
出
，
農
産
物

認
証
表
示
制
度
，
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
認
定
に
関
す
る
こ
と

地
域
農
業
第
一
班
：
地
域
農
業
振
興
計
画
推
進
，
地
域
農
業
を
担
う
組
織
の
育
成
，
多
様
な
担
い
手
の
確
保
及
び
育
成
，
農
村
振
興
に
関
す
る
こ
と

先
進
技
術
第
一
班
：
経
営
管
理
高
度
化
の
普
及
指
導
，
農
作
物
の
生
産
技
術
改
善
の
普
及
指
導
，
主
要
農
作
物
の
種
子
生
産
指
導
，
農
産
物
の
流
通
及
び
加
工
，
放
射
性
物
質

の
技
術
対
策

古紙配合率 70%
白色度 70%再生紙を使用しています。


